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鳴門センター街ビル跡地について・新スポーツ施設について

【鳴門センター街】

駅西の中核商業ビルであった鳴門センター街ビルは、本年5月
に基幹店舗を含む全ての店舗が退去し、その活用方法を所有者で
ある鳴門センター街が検討を行っています。そういった中で、市
からの補助金を活用して、所有者が建物の除却を進め、市に土地
を提供するスキームを提案することとしております。

アンケート結果の送付

第2回・第3回のデザイン会議で発表したアンケートについて、
学校を通して、その結果をお返しいたしました。

また、これからのまちづくりについて、今後も継続して、アン
ケート等を実施し、必要なコンテンツなどのニーズ調査を行うと
ともに、その要望からまちなかに望むものを作っていくとのまち
づくりの考えをお伝えしました。

【新スポーツ施設】
本年3月に策定しました新スポーツ施設（体育館＋プール）

基本構想は、新たなスポーツ施設の建設候補地として、ボー
トレース鳴門西側敷地が望ましいとしていましたが、まちな
かでの整備を求める意見もあることから、中心市街地での
整備について再検討を行うこととしています。
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まちづくり・住まいづくりに関する市町村長との意見交換会（10月27日）

四国地方整備局にて、国土交通省都市局・住宅局とまち
づくりについて 意見交換を行いました。
鳴門市のまちづくりの状況について説明を行い、「エリア

ビジョンの共有」「人を呼ぶイベントの必要性」「空き地
の暫定利用」などについて意見交換をしました。

また、国土交通省からは、まちづくりファンドの事例や
地域資源を生かしたまちづくりなどの情報提供が行われま
した。

そのほか、空き家対策についても意見交換を行いました。

中学生によるまちづくりの研究・提案（11月18日・26日）

①前回の振りかえりと現状報告

第二中学校において、社会科地方自治の授業からまち
の現状や課題を議論する「まちづくり研究授業」が開催
されました。

この授業では、大道銀天街でウォーカブルな街を実現
するためのイベントを提案するもので、各グループにお
いて検討し、生徒から発表がありました。

案には、フードフェスなどの飲食系の企画から、腕相
撲、ダンス大会、まちなかでの人生ゲームなど、多様な
提案がありました。

また、その提案に対し、商店街のメンバーからご意見
を伺うほか、市からも意見をお話ししました。
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都市（地区）の拠点を形成する

景観機能

特 性

②街のコア・都市機能とコンテンツ

参考：駅前広場計画指針

まちの規模・形状・形態等に応じた機能を配置

駅前広場の機能

鉄道を利用しない人にも、
必要な機能が揃い

まちが形成されています



参考：駅まちデザインの手引き

改札内 改札外 駅前広場 駅隣接地区

コンコース コンコース バス乗降・タクシー乗降 サイクルポート

ホーム 通路 一般車乗降 駐車場 シェアモビリティポート

昇降施設 駅務室 駐車施設（自動車・自転車） 駐輪場 フリンジパ-キング

駅務室 乗換のための歩行者空間

交流機能 待合場 待合場 人々の滞留スペース・公共広場 公開空地 公園

防災機能 休憩スペース 災害時の一時避難場所 供用部 避難所・一般滞在施設

親水空間（噴水・水盤） 公開空地 緑のネットワーク

シンボル施設（モニュメント） 供用部 　（街路樹・緑道）

グリーンインフラ（シンボルツリー・芝生） シンボルロード

トイレ 切符売り場 交番・トイレ 図書館・公民館

通信（Wi-Fi) 観光案内所 通信（Wi-Fi) 商業・業務 交流施設・文化ホール

運行掲示板 公衆電話 住宅等 郵便局・物産店

トイレ 行政窓口・観光案内所 観光支援施設等
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地域性や象徴性のある駅舎

デザイン会議で考える駅まち空間とは

駅空間・駅前広場・駅隣接地区
いわゆる「コア」
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現在地

【第3回会議】での提案
① 現在地で西向き
② ふたつの東西軸の間
③ ふたつの東西軸の南

コアが どの場所にあれば、
都市構造が活性化し、

民間投資を誘引できるか

検討要件
・駅とまちの関係性

・駅と道路の関係性

・交通結束機能の確保

・鉄道の技術的可能性

・周辺の発展性

ふたつの
東西軸の間

ふたつの
東西軸の南

道路

軌道

駅

踏切

①-③案を比較

②街のコア・都市機能とコンテンツ



道路

軌道

駅

踏切

まち軸

技術検討などを踏まえ、今後議論を進める
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検討案 現在地で西向き ふたつの東西軸の間 ふたつの東西軸の南

都市構造図

概要

現在の位置で、新たに西向きの駅舎を
新設し、駅西側への人の流れを強化す
る。

斎田鳴門駅線と南側、2つの東西軸の
間に駅舎を新設し、商業区域への新た
な人の流れをつくる。

商店街南東部の斎田撫養駅線と接する
位置に駅舎を新設し、商業区域への新
たな人の流れをつくる。

駅とまちの
関係性

・西向きにて、まちの連携性は
　強化される。
・コアは北に片寄ったままである。

・2つの東西軸の間に入り、影響を
　与えられる。
・コアがまちの中心に近づく。

・2つの東西軸の南隣、北側の
　東西軸とは若干離れる。
・コアがまちの中心に近づく。

駅と道路の
関係性

・現状と同じ ・北の東西軸が国道と接続する ・北の東西軸が国道と接続する。
・南の東西軸から踏切が除かれる。

交通結束
機能の確保

・既存の駅前施設（バス停等）の
　利用が可能であるが東向き。

・新たな施設の設置もしくは、
　既存駅施設の利用の選択となる。

・新たな駅前施設を商店街集近辺に
　設置する必要がある。

鉄道の
技術的可能性

・現状と同じ ・駅設備の移転の検討 ・駅設備を曲線部に設置する検討
・踏切の撤去

周辺の発展性

・既存駅西隣接部の開発 ・既存駅用地が新たな用地
・撫養川沿いへの波及効果

・既存駅用地が新たな用地
・軌道撤去後の緑道及び遊歩道開発
・撫養川沿いへの波及効果



Ｐ.7 駅まち空間で必要と考えられるコンテンツ 鳴門市の場合

カフェ 飲食店

観光案内所

マルシェ

交流・多目的施設

広場・公園

噴水・水遊び場

休憩スペース

勉強場所駐車場 待合所

商業施設

体育館 屋内プール

図書館

バス・タクシー乗り場

一般車乗降場

遊び場

学校コンビニ

自転車置場 スタジアムレンタルサイクル

トイレ 宿泊施設

Wi-Fi機能

②街のコア・都市機能とコンテンツ

駅関連施設として必須および必要、かつ公共性が強いコンテンツ 技術的な検討

バス・タクシー乗り場 一般車乗降場都市結節機能 自転車置場

休憩スペース交流機能 広場・公園待合所

トイレ

需要予測などにより規模を決定

駐車場 勉強場所サービス機能

景観機能

カフェ 飲食店

観光案内所

噴水・水遊び場

商業施設

図書館

コンビニ

遊び場

Wi-Fi機能

レンタルサイクル

マルシェ 交流・多目的施設

体育館屋内プール学校 スタジアム

宿泊施設

駅周辺で必要なものを決めていく要望や未来に向けて必要性があるコンテンツ

分類すると



②街のコア・都市機能とコンテンツ

これらの声に対応するコンテンツとは

まちに対してどのような声があるのか これまでの意見・アンケートなどから抜粋

ビジネスマン

中学生

高校生

子育て世代 観光客

時間待ちにワーク
を仕上げたい

何かして遊ぼうぜ 天気がいいから
どこかで遊ばせたい

お昼は何食べようか

覚えてるうちにさっきの
仕事の資料直したいな

高齢者 ちょっと散歩に
行こうかな

ゆっくりしたいな

電車が来るまでに
いいお土産買えるかな

鳴門の名産
食べたいな

友達と学校の話の
続きがしたい

ちょっとお買い物

ホテルは近くがいいな

楽しいことないかな

コンビニで何か買って
一緒に食べようぜ

そのついでにちょっと
休憩したいなぁ



楽しいことないかな
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中学生

高校生

子育て世代 観光客

時間待ちにワーク
を仕上げたい

何かして遊ぼうぜ

コンビニで何か買って
一緒に食べようぜ

天気がいいから
どこかで遊ばせたい

そのついでにちょっと
休憩したいなぁ

お昼は何食べようか

覚えてるうちにさっきの
仕事の資料直したいな

高齢者 ちょっと散歩に
行こうかな

ゆっくりしたいな

それを駅まち空間を入れて見てみると

広場・公園

休憩スペースコンビニ

広場・公園
勉強場所

カフェ

飲食店

観光案内所

図書館

遊び場

Wi-Fi機能

マルシェ

噴水・水遊び場

カフェ

広場・公園

休憩スペース休憩スペース

休憩スペース

飲食店

マルシェ

みんなの声がどのコンテンツに当てはまるのか

遊び場

商業施設

電車が来るまでに
いいお土産買えるかな

鳴門の名産
食べたいな

宿泊施設

休憩スペース カフェ

商業施設 コンビニ

コンビニ

友達と学校の話の
続きがしたい

ちょっとお買い物

ビジネスマン

ホテルは近くがいいな

商業施設

Wi-Fi機能
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勉強場所

コンビニ

Wi-Fi機能

バス・タクシー乗り場

一般車乗降場

広場・公園
カフェ

飲食店

商業施設

宿泊施設

カフェ

駐車場

敦賀駅西口（6.0万人：駅施設OTTA）

バス・タクシー乗り場

一般車乗降場

駐車場

観光案内所

駅

商業施設

鳴門駅（人口5.3万人）

声に対するコンテンツが
備えられていない

まちを向いた方向の
200ｍ角のエリアの中に
コンテンツが装備されている

交流・多目的施設

駅

観光案内所

飲食店



天理駅（5.9万人：駅施設コフフン）

駅

バス・タクシー乗り場

一般車乗降場

広場・公園

商業施設
カフェ

駐車場

コンビニ
宿泊施設

観光案内所

②街のコア・都市機能とコンテンツ

延岡駅（10.9万人：駅施設エンクロス）

まち まち

バス・タクシー乗り場

駅

コンビニ

カフェ

カフェ

勉強場所

一般車乗降場
観光案内所

宿泊施設

宿泊施設

近年の駅前整備の事例からも同様の状況が見て取れる

交流・多目的施設

交流・多目的施設



広場・公園

カフェ

カフェ

大阪駅・時の広場

渋谷・宮下パーク

敦賀駅・駅西広場

カフェ

飲食店

宿泊施設

カフェ

天理駅・コフフン

カフェ

広場＝芝生+カフェ 自由な時間の使い方ができる場所

阿南駅前
芝生広場

徳島県内でも

近年の駅前での定番的存在、座る場所や水盤などを設置し、人を寄せ集めるアイテム

遊び場

②街のコア・都市機能とコンテンツ



カフェ 好みは様々、若い世代が求める+個性とは

Holly s Cafe

大手チェーンから地元店など様々な形態がある中で、鳴門市中心部で必要なテーマは？

カフェ＋本 学び+交流 親和性のあるコンテンツ

「くつろぐ」・「学ぶ」
「話せる」・「楽しむ」が

包括された施設とは？

時間待ちがある駅との親和
性も高く、その配置につい
ても検討

②街のコア・都市機能とコンテンツ

左：いがまち図書室
中：渋谷 森の図書館
右：周南市徳山駅前図書館

サンマルクカフェスターバックスコーヒー



情報版などデジタル設備と併せて、情報利便性を高める

Wi-Fi機能 通信+充電機能など、時代流れに合った設備を

丸亀市・マルタス 市役所3階

トイレ 清潔・防犯・多様性 +防災 多機能

まちのイメージを左右するコンテンツ 満足度の向上を念頭に整備

②街のコア・都市機能とコンテンツ

左：神戸市東遊園地
中：新名神高速 宝塚北SA
右：渋谷区 七号通り公園



交流・多機能施設 用途は様々、各人に合わせた使い方

②街のコア・都市機能とコンテンツ

丸亀市・マルタス 天理市・コフフン 延岡市・エンクロス

体育館さらに の機能も包括することや

鳴門市民会館のように「まちの集まり」的な機能も合わせた、まちの

燕三条市・えんがわ見附市・ミツケル

まちの中心で様々なイベントや広場機能の補完的役割を担う

会所

駅施設内の南
団体待合所の
未利用期間を
一般に開放。
観光案内の機
能も受け持つ
施設

近世日本で町人衆の
会・催し物・寄合が
行われた場所

社会実験より駐輪場の2階を利用した多目的施設を整備 全天候型の縁側付き広場として多目的な使用が可能



駅・駅前空間

待合所 Wi-Fi機能鉄道駅機能

バス・タクシー乗り場 一般車乗降場

自転車置場

まちの構造を捉えながら、コンテンツの種類・位置・規模、そして内容を詰めていく

噴水・水遊び場

遊び場

マルシェ

駅・駅前空間

駅空間

駅前空間

交通機能

広場機能

駐車場

駅周辺空間・その他

観光案内所トイレ

コンビニ
休憩スペース

勉強場所

カフェ

交流‣多目的施設
飲食店

商業
施設

図書館 体育館屋内プール学校

宿泊
施設

②街のコア・都市機能とコンテンツ

+本

会所

広場・公園



②街のコア・都市機能とコンテンツ

コア部分は、交通結束機能のほか、
地域交流や賑わいの創出を担う機能の整備が必要

公共のみで整備・運営するには、財政負担の増大が課題

公共と民間のそれぞれの強みを生かして協働する
「官民連携による拠点整備」の導入検討が必要

本市のコア部分に合った手法の検討を進めて行く

官民連携による拠点整備の主な手法

【定期借地権】
用地の一部に定期借地権を設定し、
権利金を活用し残りの用地に公共施
設整備を行う方式

【PFI事業の付帯事業】
PFI事業の付帯事業として、民間事
業者に用地を貸し付け、民間事業を
実施させる方式

【公共財産の貸付】
公共施設を整備し、一部を民間事業
者に貸し付ける方式

【民間施設の賃借】
民間施設の床の一部を市が借り上げ
る方式

実施例：敦賀駅西地区土地活用による係る官民連携

土地区画整理事業で生まれた広大な市有地の整備と民間活力の
導入により、駅周辺の一体的基盤整備を行っている。

整備スキームイメージ



都
市
軸

③2つの東西の都市軸



〇 現在の商店街の状況

【第3回での課題】
・イベント時などは、安心して置ける駐車場が必要では？
・空き店舗を活用するには？
・イベント以外の日も、人が商店街を歩くには？

官民連携・リノベーションに
+ハードで活気のある街へ

若い世代の“やりたい”を応援するための施設として、大道商店街内のコワーキング
スペース「うずコワーク」内でインキュベーション施設 「UZULAB」 を運営

インキュベーション施設の設置

空き店舗や休止店舗を利活用し、商店街に流れを呼び込む

【現在の状況】
・片側1車線であるが広い路肩を付帯

歩道にはアーケードが設置されている
・交通量は1,200台/12h
・店舗のほとんどが、店舗兼住居であり、閉店

している場合でも、階上に居住している場合
がある

・100円商店街や納涼祭を実施している

③2つの東西の都市軸



帯広市 北の起業広場 「北の屋台」地域経済の活性化を目的に、駐車場や空き地を活用
土地所有者：活用による収益化
まち：店舗活動等での地域活性化 互いに利点
活用者：チャレンジできる場所

駐車場・空き地の活用

互いにwinの関係から始まるまちづくりのモデル

▸

地域経済の活性化を目的に、駐車場スペース
を実験的に屋台として活用
契約期間は3年で、屋台を卒業後は市内の空
き店舗に移って独立することで商業の担い手
を育てる

公園を使った実証実験を積み重ね、調査と手応えから、
地元事業者と市民の手によるチームにて、民間資金を活
用し、公園内を整備・管理している。

福山市中央公園Park-PFI事業 「NIWASAKI Fukuyama」

⾷
用

生 用
㇐

用 用
㇐

行

③2つの東西の都市軸



教育関連との連携

商店街のイメージを変えるハード面の対策は？
まちに住む、居住+教育からの活性化

空き家・空き地を活用し、教育関連部門と
のフィールドワークや学外教育と連携のほ
か、学生たちをまちなかで受け入れる「教
育寮」についても検討するなど、まちなか
に若者が滞在する状況を作り出す活動が考
えられる。

三好市地域みらい創発センター（ミライケ）

高校生の寮と地域の方々の
利用スペースが併設されて
いる複合施設で、子どもか
ら高齢者まで幅広い世代が
集い、学び・交流する拠点
となることを目的としてい
る。

リノベーションまちづくり推進事業にて 7月
5日にキックオフ講習会を開催。
1月に第2回講習会を実施、令和8年度の
リノベーションスクール開催へ向けて、機運
醸成を図る。

リノベーションまちづくり

まちの空き店舗をリノベし、新しいまちの風を吹き込む

大和郡山リノベーションまちづくり

R1・R2スクールから
R3にはまちづくり株式会
社が発足し、商店街の空
き店舗をリノベーション
し、カフェや土産店など
が開店し、活性化を図っ
ている。

③2つの東西の都市軸



これからの商店街のイメージをどのように考えるか

③2つの東西の都市軸



全面車両通行止めの中で、一時的な使い方の改善から模索

③2つの東西の都市軸



電柱の地中化は、景観向上と空いたスペースの
活用でイメージアップが図れるかも

③2つの東西の都市軸
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▸▸▸

▸▸▸

ハードの改良が、新たな商店街へのイメージへ
将来改修に向けたコンセプトを決めておくことも必要では？

③2つの東西の都市軸



歩きたくなる空間づくりの実験的第一歩

③2つの東西の都市軸

【第3回での課題】
・車道は2車線必要か？
・東端での国道との未接続が、流れが停滞の原因では？
・駅から人を流す方法が何なのか？

【現在の状況】
・片側２車線の幅広道路、中央に市内循環バスのバス停
・阿波踊りの際は車道に演舞場
・西側は黒崎バイパスと接続しているが、東端側は

軌道敷があるため、方向を北へ転換
・店舗や銀行が立地するも、閉店している店舗もある

ソフト・ハード両面からの
仕掛けでシンボルロードへ



③2つの東西の都市軸



▸▸

当該区間で非日常を演出することにより、
「鳴門の阿波踊り」のバージョンアップを図る

③2つの東西の都市軸



広い車道を駐車場に変え、フリンジパーキングの役目を担う

▸▸▸

③2つの東西の都市軸



▸▸

価値向上が活性化へと繋がるか

③2つの東西の都市軸



川沿い空間の良さ
水辺の視界の良さ・開放感
風が流れる心地よさ
遊歩道などの散歩のしやすさ

新たな軸の結束点をつくり、
撫養川へまちエリアを広げる

まちづくりに
活用したい

④川の活用方法



陸と海がつながる、鳴門市らしさを創り出す

④川の活用方法

古いと新しいが混ざり合うリノベーション空間



水辺を使った憩いの空間へ
リニューアル

④川の活用方法



社会実験の目的

「放課後に勉強できる場所が欲しい」
「友達と気軽に集まれる場所がない」

これは、今年度に実施した中高生へのアンケートで寄せられた多
くの声です。鳴門の未来を担う若者たちは、いま「自分たちの居る
場所」を求めています。

そこで、この声をそのまま終わらせるのでは無く、実際に空間を
具現化する社会実験を行います。「ちょっと寄りたくなる居場所」
をつくり、若者がどう集まり、どう過ごすのかを検証していきます。

実施想定場所：商店街空き店舗・鳴門駅前観光案内所

中高生を主たるターゲットとして放課後などに
たまり、会話し、勉強を行う場所を実験的に整備

⑤街なかでの社会実験

市役所フリースペース（3F）
学生が勉強などに使用

将来の駅前・エキナカ施設の1ピースと

成り得るコンテンツへと育てていく▸▸

駅前周辺空き地及び駐車場
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⑥今後の会議の進め方

鳴門市まちなか未来ビジョン素案の提案

未来ビジョンとは・・・ エリアの将来像を官民の多様な人材が
共有できるようイメージ化

〇 アウトライン案
１．未来ビジョンについて
２．まちの現状と課題
３．まちのめざす姿・方針・目標
４．エリアビジョン（商店街・駅前・撫養川周辺等）
５．まちのイメージ図（共有するイメージパース）
６．今後の展開について

〇 未来ビジョンの策定
・第5回会議にて素案を提案
・素案のパブリックコメント実施
・第6回会議にてパブリックコメント意見の提示

未来ビジョンの策定
ビジョンイメージ例




